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アジアへの移植ツーリズム―その現実、法、倫理― 

 

粟屋剛  岡山大学・医歯薬学総合研究科・生命倫理学分野／生命倫理・医事法 

要旨 １９８０年代すでに日本人患者はフィリピンで腎臓移植を受けていた（臓器売

買）。これが日本人のアジアへの移植ツーリズムの始まりだと思われる。その後日本人患

者は中国で死刑囚からの腎臓の移植を受け始める。本報告ではこれらフィリピン臓器売

買と中国死刑囚移植に関する諸調査の結果（概要）を紹介する。そして、それらに関す

る法規制について述べ、さらには倫理問題を論じる。 
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